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はじめに

東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う住民の避

難は、イノシシ（ ）をはじめとする鳥獣の

出没に影響を与えた１）。そのため、避難指示解除後の

営農再開時における鳥獣被害が懸念されており、防護

柵による対策が必要である。また、営農再開時には耕

作面積が徐々に拡大するため、耕作範囲に併せて防護

柵の設置範囲を変更していく必要があり、ワイヤーメ

ッシュ等の物理柵に比べて設置労力が少ない電気柵が

選択されやすい。

電気柵は、高さや本数を調整することで多くの獣種

に対応ができる２）。一方で、下部の隙間が広さや、電

圧不足等の設置エラーにより鳥獣に侵入されるため、

エラーの修正や適正な電圧を維持できるように定期的

な点検が必要になるが、適正な管理ができていない場

合がある３）。特に電圧は、下草等が通電線に接触する

ことにより起こる漏電や、アースとなる地面が電気を

通しにくいことで低電圧となり、防除効果を低下させ

る。

導電性防草シートは、電気柵の電圧低下の要因であ

る下草による漏電を防止でき、電気を通しやすいため、

アースも取りやすくなる。そこで本研究では、電気柵

を適正な電圧で使用するため、導電性防草シートの電

圧維持効果を明らかにすることを目的とした。

試験方法

ほ場設置の概要

長方形のほ場周囲 を 段の電気柵（地上高 、

）で囲い、長辺と短辺の 辺に導電性防草シート

を敷いた。導電性防草シートは、幅 の銅線入り織

物生地で の光を遮断できるアースリターンシ

ートを使用した。

）抑草効果の検証

年 月 日～ 月 日に 回、導電性防草シー

トの使用区間において下草による電気柵の漏電が発生

していないか目視で調査した。

アースによる電圧の違い

年 月 日～ 月 日に 回、導電性防草シー

トの使用区間と未使用区間の ヶ所ずつで電圧を測定

し、電圧の差を検証した。

試験結果及び考察

抑草効果の検証

導電性防草シートを使用した場合でも、導電性防草

シートの外側から伸びたギシギシ（ ）

等の草本やつる性植物によって漏電が発生し、草刈り

が必要となった（図 ）。しかし、電気柵下と周辺の草

刈りに要した時間は導電性防草シートの使用区間が短

かった（表 ）。導電性防草シートの使用区間の作業時

間が短かった要因としては、刈り払う面積が減少した

ことや、電気柵の支柱を気にせず作業ができることな

どが考えられた。

アースによる電圧の違い

導電性防草シートの使用区間は平均 ｋ （ ：

ｋ ）、未使用区間は平均 ｋ （ ： ｋ ）と

なり、アースによって電圧の大きさに有意な差が認め

られ（ 検定：ｐ＜ 、図 ）、導電性防草シートの

使用により、電気柵を高電圧で維持することが可能で

あった。また、地面をアースとした場合は、天候や土

質などによる影響を受けるため、電圧のばらつきが大

きくなりやすいと考えられる。

まとめ

導電性防草シートを用いることで電気柵を適正な電

圧で使用することが可能であった。ただし、下草によ

る漏電が発生したことから、導電性防草シートを使用

しても定期的な点検や除草作業は必要になる。しかし、

導電性防草シートの使用によって草刈りの作業時間は

削減可能である。そのため、電気柵による鳥獣被害防

除に導電性防草シートを用いることは、電気柵の適正

使用と管理労力の軽減につながる。
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